
 自治会町会  
① 学校防災活動拠点訓練の準備、参加 

②（防災危機管理課が行う）課題検証への参加 

 特別出張所  
①学校防災活動拠点訓練の 

 事務局（会議の開催、 

 自治会町会との調整） 

 防災危機管理課  
①課題検証に係る部分の訓練準備 

②自治会町会への説明 

令和７年度大田区総合防災訓練の実施について 

 

１ 実施目的 

（１）首都直下地震（都心南部直下地震）や大規模な風水害の発生を想定

し、発災時に取るべき正しい行動や在宅避難の重要性について、広く区

民に対して啓発し、地域の防災力の底上げを図るとともに、地域・区・

関係機関等の連携強化を図る。 

 （２）地域訓練では対策や検証が難しい課題に対して、区と地域が連携して

実践的な訓練を実施することで、現行の危機管理体制を検証するととも

に、検証結果を大田区地域防災計画へ反映する。 

 

２ 検証すべき課題 

検証すべき課題については国や東京都の動向、緊急性、地域要望等を踏ま

えて判断する。 

＜ 課題（例示）＞ 

➢ 要配慮者への対応 

➢ デジタル技術を活用した避難所運営 

➢ 災害時のトイレ 

➢ 災害時の物資輸送 

➢ 生活系廃棄物処理 

➢ 避難所での外国人対応 

➢ 地域活動訓練（在宅避難者支援等） 

➢ 避難所設営・体験 

➢ 医療救護所 

➢ 情報伝達 

 

３ 訓練実施に向けた各主体の役割 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

訓練実施地区以外にも課題や成果を共有するため、訓練の様子を動画撮影

し、区ホームページ等で公開予定。 

※検証する課題により 

関係機関や協定団体等 

と連携 
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